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地域の森づくり活動支援費補助金
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度
事業名 事業主体
箇所名 事業内容

ヒノキ
21 年生
0.33  ha
－

261,853  円
【事業実施後の効果】
・混み合っていた林内にすっきりとした空間ができ、明るくなった。
・倒木が整然と集積されたことで林内の景観が良くなった。
・今後は下草の侵入が進み、安定した林分への移行が期待できるが、数年後には再度の
　間伐等が必要である。

H25年度
荒廃森林再生事業

甲府市　御岳町　曽根　地内

事
業
概
要

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、植栽後の施業が適切に行われな
かったため、立木が混みあい、林内がうっそう
として薄暗い状態であった。
　このため、本事業により間伐を実施し、明る
く健全な針広混交林への転換を促す。

間伐、集積
樹 種
林 齢

事

業

の

実

施

状

況

中央森林組合

（写真貼り付け）

（写真貼り付け）

実 施 面 積
作業道延長
事 業 費

【着工前】

【 完 成 】
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度
事業名 事業主体
箇所名 事業内容

ﾋﾉｷ･ｽｷﾞ･ｱｶﾏﾂ

32 年生

3.20  ha

-

1,172,578  円

【事業実施後の効果】

H25年度
荒廃森林再生事業 富士北麓森林組合

富士吉田市　大明見　鶉窪　地内 間伐（搬出）、獣害防除

実 施 面 積

作業道延長

事 業 費

事

業

の

実

施

状

況

・混み合っていた林内にすっきりとした空間ができ、明るくなったため、下層植生の回復
が見込まれ、針広混交林への移行が期待できる。
　また、獣害防除が施されたことで、立木の健全な成長が期待できる。
・全体で63m3の間伐材を搬出し、資源を有効利用することができた。

【着工前】

（写真貼り付け）

【 完 成 】

（写真貼り付け）

事
業
概
要

樹 種

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、植栽後の施業が適切に行われなかったた
め、立木が混み合い、林床部に植生が見られない不健
全な状態であった。
　このため、本事業で強度な間伐を実施し、明るく健
全な針広混交林への転換を促すとともに、作業道を利
用して間伐材の搬出を実施し、資源の有効利用を図
る。

林 齢
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度
事業名 事業主体
箇所名 事業内容

広葉樹
45 年生
13.00  ha
-

3,441,399  円

【事業実施後の効果】
・つるや不用木が除去され、明るく風通しの良い森林になった。
・放置されていた倒木が整然と集積され里山林としての景観が良くなった。
・視界が開け、山に入りやすくなった。

H25年度
里山再生事業 中央森林組合

甲斐市　上菅口  西の里　地内 除伐、集積

事

業

の

実

施

状

況

【着工前】

事
業
概
要

（写真貼り付け）

【 完 成 】

（写真貼り付け）

樹 種

事 業 の
必 要 性

  当箇所は、ゴルフ場に隣接する広葉樹林である
が、つるや灌木の繁茂により森林内が鬱閉し風倒
木が放置されるなど、不健全な状態であった。
　 このため、本事業で除伐・集積を行い、明る
く整然とした森林に再生し、里山林の景観保全を
図る。

林 齢
実 施 面 積
作業道延長

事 業 費
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度
事業名 事業主体
箇所名 事業内容

広葉樹

60 年生

1.18  ha

－

2,469,891  円

【事業実施後の効果】
・侵入竹や不用木が除去され、明るく風通しの良い森林になった。
・伐倒した竹や木が整然と集積され、住宅地の近郊林としての景観が良くなった。

事

業

の

実

施

状

況

【着工前】

事
業
概
要

（写真貼り付け）

【 完 成 】

（写真貼り付け）

樹 種

事 業 の
必 要 性

 当箇所は、北清子集落裏の広葉樹林であるが、
竹の侵入により森林内が鬱閉し、風倒木が放置
される等不健全な状態であった。
　このため、侵入竹の除去・集積を行うこと
で、明るく整然とした森林に再生し、里山林の
景観保全を図る。

林 齢

実 施 面 積

作業道延長

事 業 費

H25年度
里山再生事業 身延町森林組合

身延町　大野　綾沢　地内 侵入竹除去・集積
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度
事業名 事業主体
箇所名 事業内容

ミズナラ・クリ

1 年生

2.53  ha

－

15,435,000  円

【事業実施後の効果】
・植栽木の活着は概ね良く、獣害防除用ネットも有効に機能している。
・下草の繁茂が見られるため、今後３～４年程度は下刈りを行う必要がある。

H25年度
広葉樹の森づくり推進事業 山梨県

富士川町　平林　奥仙重　地内 植栽、獣害防除、下刈

事

業

の

実

施

状

況

【着工前】

事
業
概
要

（写真貼り付け）

【 完 成 】

（写真貼り付け）

樹 種

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、平成24年度に帯状間伐(ｶﾗﾏﾂ)を
行った箇所であるが、標高が約1,750mと高く、
地形が急峻なため、本事業において広葉樹の植
栽を行い、公益的機能を重視した針広混交林へ
の積極的な誘導を図る。（県有林作業団：公益
移行林）

林 齢

実 施 面 積

作業道延長

事 業 費
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H25年度

事 業 名

補助対象

施 設 名 備品名 数量(組) 補助金額(円)

小 菅 小 学 校 机・椅子のセット 30 900,000

【導入後の感想】

【使用状況】

甲斐の木づかい推進事業費補助金

小菅村

事
業
の
実
施
状
況

（児童）
・机が大きく、たくさん物が入る。椅子も高くて座りやすく、木でできているので座り心地
がいい。
・木製の机と椅子は、自然の中で勉強しているようで気持ちがいい。毎日楽しく勉強してい
ます。
・金属製の机と比べて運びやすくなった。
・ノートを書きやすくなった。

事 業 の
目 的

・県産材で作られた机・椅子を普段の学校生活で使用することで、子供たちに「県産材を利
用する」という意識をもたせる。
・県産材の利用促進を図る。

備考
内 容
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H25年度

事 業 名 助 成 団 体 名

活動場所 活動日 参加人数 交付金額（円）

鳴沢村富士山 6月5日 61名 252,000

【活動状況】

事
業
の
実
施
状
況

　講師の説明と自然観察を行うことで、富士山の自然や動植物について学ぶことができた。
　また、シカによる食害の現状についての理解を深め、獣害防除の作業を通して森林を守り
育てる心が育まれた。

甲府市立甲運小学校

活動内容

自然学習、獣害防除

事 業 の
目 的

　子どもたちが、森林の中で様々な体験活動を行い、森づくりの重要性や必要性を学ぶこと
で、将来にわたり森林を守っていく心を育む。

内 容

森林体験活動支援費補助金

【事業実施による効果】
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森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H25年度

事 業 名 助 成 団 体 名

活動場所 活動日 参加人数 交付金額（円）

甘利山財産区有林
（韮崎市旭町）

10月～12月 50名 241,500

【活動状況】

地域の森づくり活動支援費補助金 甘利山倶楽部

事 業 の
目 的

　多くの県民が、森づくり活動を通じて、森林の果たしている役割について理解を深め、社
会全体で森林を守り育てる気運の醸成を図る。

事
業
の
実
施
状
況

　甘利山山頂付近の草原地帯における、レンゲツツジをはじめとする貴重な山野草をシカに
よる食害から守る活動であり、自然保護という直接的な効果のみならず、県内他地域でのボ
ランティアによる森づくりの模範となる活動となっている。

内 容

活動内容

草刈、倒木処理、
獣害防除等

【事業実施による効果】
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